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海を渡る鳥は、波間を漂う流木　’
憩うという。離婚一それは旅の’
ばの一つの出来事。新たな旅立ち
をした女たちはいま手をとりあ
い、女であるがゆえの偏見と差別
に向きあう。ハンド・イン・ハー
ドは生きやすい社会をめざし、支
えあう女たちの流木である。
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［離婚の伝え方と面接交渉権］
■「子どもが書いた離婚の本」を翻訳したのはもう19
年も前のこと。出版元の本屋も倒産し、絶版となって
いるので、図書館でしか手に入りませんが、当時の我
が国では、親の離婚を体験した子どもたちへの配慮に
ついて書かれたものはほとんどなかったので、かなり
反響を呼びました。
■この翻訳本では、アメリカでは別れた親と子の行き
来（面接交渉）は当たり前のように行われていました
が、我が国ではどうか。行き来の取り決めはあるのか。
行き来をスムーズにさせるためには、別れた夫婦は何
に配慮すべきか。行き来がある子とない子では、親の
離婚による影響は違うのか等々、ぜひ調査をして子ど
もたちへの影響を小さくすべきだと考えました。
■新聞等にも協力をお願いし、ハンドの会員を中心に、
有効回答153名から得た調査結果では、父と子は
29％、母と子のそれは15％という結果で、行き来の
ある方が父親からの養育費の支払いが多い、また、離
婚についても子どもの精神年齢に合わせて話している
割合が高い等、さまざまなことが判明しました。
■子どもに離婚について話した時の子どもの反応、父
親と会った後の精神状態、再婚した父親との行き来、
別れた夫婦の子どもをめぐってのトラブルとその乗り
越え方等々、十人十色、そのいずれのケースも多くの
人々に役立つものになると考え、調査をまとめて「離
婚の子供レポート」（1985年、フジタ）と「ママ笑ってご
らん」（1985年、文芸春秋、現在、ちくま文庫「ママの離
婚」）を出しました。
■昨年の離婚件数は26万4，255件。親の離婚を経験し
た未成年の子どもの数は246，979人（平成10年）を上回
るでしょう。前回調査時に比べて、子どもと離婚の関
係に変化はあるのでしょうか。離婚について話す親や
面接交渉を行うケースは増えているのか。子どもたち
に離婚はどう影響したか等々、新たに調査し、「新・
子どものための離婚プログラム」を作りたいと思いま
す。アンケートにぜひご協力下さいますようお願いい
たします（最終頁参照）。　　　　　　　（円より子）
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思春期の子どもとどう向きあうか
一金八先生に見る思春期の子どもと家族
・轟職　8　　うi幣箏島う漁
?????????????????????????????????????????
　1979年10月末に、テレビドラマ「3年B組金八先生」
が始まりました。22年目になります。今年71歳になりま
すが、この年になって中学生の「超うまい」などの言葉を
書くとは思っていませんでしたが、実は今また準備中で
す。この22年間、日本の経済状態や家族状況をずっと見
てきたんだなと、ご縁の不思議さを感じています。
　お話を頂いた頃、ちょうど中学3年虚位の事件が新聞
を賑わしていました。中学生の万引き、中学生の家出。
その新聞の見出しの向こうに、私は何か中学生がもがい
ているような、そんな姿が思い浮かんできました。
　この時息子が高校2年になったばかりで、彼の中学3
年間の母親としての思いが非常にホットにありました。
「面白いおばさん」ということで、息子の友達がたくさん
来てくれました。そして息子と話しているところに、話
の分かるおばさん風な顔をして仲間に入る。親の悪口や
先生の悪口を随分聞きました。それが後に金八先生の材’
料になるとは、夢にも思わず、聞きました。
　中学3年になると受験の問題がのしかかって来まし
た。「いい高校に入らないといい大学に入れない。そう
するといい就職ができない」という神話が歩き始めてい
ました。一流企業は受験する生徒の学校を指定してい
たんですね。東大や京大、一橋、早稲田、慶応の5つ位の
大学を。いい大学に入りたいということは、いい高校に
入るというように中学生に認識させていました。
　それで、このお話があった時に、私は「中学生の応
援歌を書こう」と。「勉強はあまりできないけれども、
非常に優れた子どももいるんだ」ということを書きた
かった。中学、高校時代の友達というのは、一生の友
達ですが、偏差値によって子どもを輪切りにしていく。
先生も、全生徒志望校に入れましたと、胸を張りたい
　　　　　　　　　　　　　麟
　　　　　小幽内美荘子氏（シナリオライター》
　　　　　一一2001re　6月16H｛土｝講康より一
から偏差値で輪切っていく。子どもの心も輪切ってい
った。だから「勉強だけが人生じゃない」ということ
を言いたかった。
日本の経済状況とともに変わる家族
　PART　Iのテーマは「受験そして愛と命」でした。はか
らずも15歳の母の問題が大きな問題になってしまった。
これは実話で、15歳の女の子が家庭に問題があり、高
校1年の男の子と付き合って、身ごもった。もちろん家
には帰れない。そこで、理解のあるマスターの喫茶店で
働いた。お金を貯めて子どもの支度をして、無事出産。
パパは夜の高校へ変わ・って、小さなアパートで親子3人
がスタートしたところまではわかっていました。
　ちょうどその頃、コインロッカーベビーという事件
がありました。7、8か月、自分のお腹で育っている
のに、その間支度をしていない。どういうことなんだ
ろうと思うと、15歳の女の子を非難する気にはなれま
せんでした。ただ、「15歳では早い」ということを私は
書きたかった。
　PART　Hは翌年で、校内暴力の芽があったので、「校
内暴力」をテーマにしました。主人公の一人は、母子
家庭で、この子が学校の器物を破損する。そして警察
が来て連れて行くというシーンができたのですが、地
域の人が、彼が悪かったんじゃないと立ち上がる。こ
こで地域の問題を出してきています。「地域の中に学
校があるんだ。学校というのは誰が守るんだ」という
のを私としては心から問い続けてきたわけですね。
　PART皿は「保健室登校」がテーマでした。1988年、
バブルの絶頂期です。歩いて調べて、愕然としました。
企業は気軽な労働力が欲しかった。ですから母親達は
スーパーのレジ打ちなどごく簡単にお仕事ができた。
自分の思った時間でできました。子どもが学校から帰
ってきても、母親が家にいません。置き手紙もなく、
500円が置いてあるだけ。子どもはそれを握って塾へ
行く。そして、ファーストフードなどを食べる。帰っ
て来るとお母さんはもうご飯を食べでしまっている。
お父さんは夜遅いということで、この時代から、家庭
から食卓がなくなって行った個食の時代。食べたい人
が食べたい時に食べる。そういう時代が始まりました。
そして家のしきたりが消えて行ったということが、歩
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いている時に分かりました。本当に愕然とする思いで
した。家の中で掃除もしない。布団も敷きっぱなし。
また今晩敷くんだからということがまかり通るという
のは何なのだろうと思いました。
　PART皿の第1回目の放送のタイトルが「うんこの旅」
というタイトルでした。朝ご飯を食べていないという
ことがわかりました。長きちんと食べて、それでお腹
の中を食べ物がどう伝わって体外に排出されて行くか
ということは、赤ちゃんの時から子どもを見ていれば
母親はわかるはずですよね。おむつを開げてみて、柔
らかいか、黄色いか、青いかって皆さんご経験あると
思います。そういう母親がなぜここまで来たときに全
く朝ご飯に無関心になってしまったのか。それは、経
済戦争に家庭が巻き込まれた。その被害者が子どもだ
ったということと、PART　Hの校内暴力を、学校及び警
察が力で押さえた。校則で縛ったという時期がありま
した。そのために子どものエネルギーはぐっと押さえ
込まれた。そして押さえられたものが横から出てきた。
　PART　Hまでは、見てくれのツッパリに、「おまえ何
でいつも遅刻するんだ」と言うと、「ウルせ一な」とか
「いいじゃねえか」という言葉が返ってくる。会話なん
ですよね。ところがPART皿で言うと、スーツといなく
なってしまう。どこに行ったかわからない。親も働い
ていて、子どもが見えなくなっている。子どもはどこ
かでタムロしていて、シンナーをやったり、いろいろ
やったり。親が見ないために生まれたとても痛ましい
事件が、「女子高校生コンクリート殺人事件」。また、
同じ家の2階に監禁されていたというような事件も生
まれた。親は子どもが見えなくなってしまった。無責
任な話ですね。非常に痛ましい。親はもっと、子ども
の仲間入りしていいんだというように思ったのです。
　PART　IVのテーマは「いじめ」です。いじめのリーダ
ーの女の子がなぜいじめるのかというと、お父さんと
お母さんの仲が悪かったから。子どもにとって、両親
の仲が悪いということは、本当に胸痛むことですね。
修復できなかったら思い切って別れた方がいいと思い
ますし、話し合いの末に、もう1回やっていこうとい
うようになれば、子どもを含めてもう1回やっていく。
子どもも15歳ということもあって、「きっちり向かい合
ったらどうですか？」というメッセージを込めました。
　PARTVが1999年2月から2000年3月までの放送
で、テーマが「学級崩壊」です。学級崩壊に煽ってい
く子どもを設定しました。家庭もいい、育ちもいい、
そして成績もいい、けれどこの子がワルをやっている。
その家庭を書いてみたかった。実はお兄ちゃんが引き
こもりだったという設定でした。このひきこもりとい
うのは、実は1980年にPART　Hをやるときに北海道か
ら九州まで歩いて調べた中で、不登校の芽がありまし
た。まだこの時は認知されている言葉じゃなかったの
ですが、とても気になりました。ずっとこれを追い続
けて20年目のPART　Vで初めてひきこもりを書いたん
ですが、ちょうどこの年にひきこもりが事件として現
れた。新潟の幼い女の子を家に監禁してしまったとい
う青年が、37歳です。あのとき気になったのが16歳。
それから20年経ったら36歳。実際の事件は37歳。つま
りここから芽があったと思うのです。
親子関係の中から生まれる即戦力
　日本の最近の経済の動きですが、まず子どもに勉強
をさせる。競争を煽る。それが日本経済が少し怪しく
なってくると、成績のいい生徒しか企業は使わなかっ
たけれど、企業としても、企業独自の教育を、成績の
良い子を採って社員教育をするという余裕がもうなく
なってきて、今は即戦力が欲しい。勝手と言えば勝手
ですが、企業というものはそういうものです。大学で
何を学んだのかということを入社試験に採り入れる会
社が、既に何年か前に出てきて、本当に良かったなあ
と思っていますが、今まさに、そういう時代に入って
来ています。即戦力とは何かと言ったら、自分で考え、
判断し、行動し、且つ責任が持てる、そういう人間を
企業も社会も欲している。こういう子はどうやったら
できるだろうというと、家庭の中から、親子関係の中
から私は生まれてくるのだと思っています。
　思春期の問題はそう慌てることはないと思います。
ご自分だって通り過ぎた道ではありませんか。いっか
その年が来るんだということは、子どもが生まれた時
から決まっていたことですから、そう思って育ててい
れば、さほどのことはないのではないかと思います。自
分の道を子どもと一緒に切り開いて行ってください。
▼JHP・学校をつくる会
　ポルポト時代に知識階級が虐殺
され、教育、芸術、宗教が弾圧さ
れたカンボジア。小山内美江子さ
んは、カンボジアの自立のため、
子どもたちに「教育」をと、1993
年に「カンボジアの子供に学校を
つくる会」を発足。その後聞ユー
ゴ、アフリカ等への支援も始めら
れ、1997年4月「JHP・学校をつく
る会」に改名。昨年6月にNPO法人
格を取得。皆さんもご協力を翼
　　　　t！03－5563－2821
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弁護士110番
　　　協議離婚をし、その際、14＠　　　歳の息子と9歳の娘の親権　　　者は父親とし、私は子ども
達とは自由に会えると決めました。
その後、スムーズに会えなくなった
ため、家裁に申し立て、私が子ども
達に会えるとの話し合いが成立しま
した。しかし、元夫は、私が子ども
達と会うことを快く思っていませ
ん。そのため、まただんだん子ども
達とスムーズに会えなくなり、最近
は子ども達が「パパが怒るから来な
くていいよ」と言っています。絶対
にしてはいけないことをしている元
夫に納得ができません。どうしたら
いいでしょうか？
　　　面接交渉を実現するために，tA）s，
　　　は、父親と母親の心理的関
　　　係を調整すること、自分の
感情や都合で面接交渉に協力しない
親権者に対しては、面接交渉が子ど
ものためのものであることについて
理解を得ることが望ましく、また必
要であると言えます。ですから、子
どもと会うことを直接の目的とする
方法として、家裁に履行勧告を求め
る方法（家事審判法門15条の5）や、再
度、家裁に面接交渉について調停を
申し立てる方法があります。
　履行勧告を求めると、家裁から相
手方に、面接交渉をさせるようにと
の勧告がなされます。但し、無理矢
理相手方に面接交渉に協力させるこ
とはできません。また、必要に応じ
て再度調停の申立をすることを勧め
られることもあります。
　再度の調停では、調停委員を問に、
関係の調整をすることになります。
このケースのように、面接交渉につ
いて調停で決めたとしても、相手が
協力しなかった場合、強制すること
は困難ですし、面接交渉について父
親と母親が再度もめることは、子ど
もにとって望ましくありませんの
で、調停において十分話し合うこと
が必要でしょう。
　面接交渉の取り決めがあるにもか
かわらず、正当な理由がなく監護を
している親が協力せず、拒否や妨害
をしている場合に、面接交渉を拒否
したことを不法行為であるとして、
損害賠償が認められた事案がありま
す。しかし、損害賠償というものは、
子どもと会うことを直接の目的とし
たものではありませんし、訴訟とな
るということで、余計に父親と母親
の関係が悪化し、面接交渉が困難と
なることが考えられますので、最終
的な手段と考えるべきでしょう。
　また、親権者、監護者の変更の手
続きも法律には規定されています。
　　　　　　　弁護士　松山理香
　　ftO6－6311－1789
鱒轡
〔家族構成〕
　私
　次男
　三男
〔住居〕
41歳（看護婦・嘱託職員）
16歳（高校1年生）
12歳（中学1年生）
公営住宅（3DK）
家計簿内訳
（2001年5月分）
〔収入〕
給与
養育費
児童扶養手当?
〔支　出〕
家賃
駐車場
食費
水道・光熱費
NHK受信料
　電話代
　ガソリン代
学費（二人分）
保険
車のローン
　自治会費
　お小遣い（子ども）
積立貯金
交際費、雑費
168，887円
50，000円
33，350円
252，237円
36，200円
4，500円
40，㎜円
19，414円
1，750円
4，189円
6，000円
40．500円
15，825円
20，350円
1，000円
10，㎜円
10，000円
20，㎜円
　計229，728円※残金は貯蓄しています
　4年前、離婚を決意して別居。長
男は父親からの送金で学生生活を送
っていたので、次男と三男を連れて
出ました。現在長男は大学3年目す。
　婚姻費用分担請求の調停を申し立
てると同時に、とにかく働かなくて
はと、仕事を探しました。看護婦資
格を持っているものの働いた経験が
なくて不安でしたが、切羽詰まった
状態で病院に就職しました。しかし、
新卒看護婦でもないのに注射一つで
きないためうまくいかず、数ケ月で
辞め、レジのパートなどをしました。
　調停はスムーズには進まず、しま
いには夫が裁判を起こしましたが、
裁判官の勧めにより、和解による協
議離婚という形で、平成11年2月に
離婚が成立しました。
　別居と同時に、夫の海外赴任で来
ていた東南アジアから福岡に転居。
親戚も知人もいない孤立無援の土地
での生活は、子ども達への負担も大
きく、二人とも学校へ行かなくなり
ました。仕事や子どものトラブルが
いくつも重なり、訳もわからず毎日
が過ぎ、生きるのも嫌だと思い詰め
ることもしばしばありました。
　今は障害者施設の嘱託職員として
働いています。施設に看護婦は私一
人置けで何をどうしたらいいのか教
えてくれる人もなく大変でしたが、
必死にしがみついています。嘱託な
ので、ボーナス時期には少し寂しい
気持ちになりますが、仕事があるか
らいいんだと自分に言い聞かせてい
ます。
　昨年8月に県営住宅が当たり、思
い切って車を購入。何かと出費が多
くて大変ですが、通勤や不登校の相
談機関へ行く時、子どもを連れ出し
て東奔西走しなければならない今、
必要不可欠なものとなっています。
　今年の4月、次男は1年遅れで私
立高校に入学、三男は中学に入学し
ましたが、相変わらずの不登校中。
幸いにも二人とも良き理解者に出会
い、私もアドバイスを頂けるので、
「なるようになるさ、子どもの意思
と先生のアドバイスに任せて、自分
のことも考えなくては」と、やっと
少し気持ちが落ち着いてきました。
　食費、学費、その他いろいろと子ど
も達にはこれからもお金が必要で
す。嘱託職員としての収入だけで生
活するのはとても苦しく、養育費と
児童扶養手当をとてもありがたく思
っています。
　将来、正職員として就職したいと
思いますが、病院で看護婦として働
くのは無理だと思います。自分に何
ができるのか見つけるのが、今の私
の課題です。
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子どもがいて離婚なさった方、別居中の方に伺います。養育費や面接交渉の取決めがない方も以下の質問にお答え下さい。
（）内には具体的な数字や事柄を記入し、選択肢のある設問には該当する箇所にOをお付け下さい。離婚を経験する子ども
たちと親のガイ、ドラインになる調査として全体の公表はしますが、個人の秘密は厳守します。8月末までにお送り頂けれ
ば幸いです。（2度3度の結婚での子どもや連れ子の引き取り、面接については項目がありませんが、わかるように書い
ていただければ幸いです。）
1．子どもの養育について（子どもが成人した方も以前のことをお書き下さい）。
1．離婚（別居）時の子どもの年齢・学齢と父母のどちらが引き取ったかをお書き下さい。
　第1子男・女　　歳学齢　　　年（父・母）　　　第3子男・女　　歳学齢　　　年（父・母）
　第2子男・女　　歳学齢　　　年（父・母）　　　第4子男・女　　歳学齢　　　年（父・母）
2．子どもを引き取った理由、または引き取らなかった理由について具体的にお書き下さい。
3．どちらの親と暮らしたいか子どもに意見を聞きましたか、またそれを尊重しましたか。
4．親権はどちらがとりましたか。
　　①母第1子・第2子・第3子・第4子　　　②父第1子・第2子6第3子・第4子
5．子どもの親権・監護権を取り決める時にトラブルがありましたか。
　　①なかった
　　　②あった
　　　　内容
皿．離婚（別居）が子どもに与える影響について
1．あなたは子どもに離婚（別居）や元配偶者のことを話していますか。
　（1）いいえ
　　　　　理由
　（2）はい
　　①何歳だった子どもに
　　②どんなきっかけで、どんな言葉で話しましたか
③子どもの反応は
2．子どもは別れて暮らす親についてどう感じていると思いますか。
3．離婚（別居）が子どもに及ぼす影響についてどのようにお考えですか。
皿．面接交渉権について
L離婚時に面接交渉について知っていましたか。
　（1）いいえ　　（2）はい
2．子どもは別れて暮らす親と会っていますか。
　　（1）会っていない
　　　　1）理由
　　　　2）会っていなくても手紙や電話のやり取りがあるかまたは、まったく没交渉かについてお書きください。
　　　　3）別れて暮らす親から会いたいという要請はありますか（していますか）　　（1）はい　　（2）いいえ
　　（2）会っている
　　　　　理由
　　　1）面接交渉の取決めはありますか。　　　①はい　　　②いいえ
　　　2）取決め方法　①調停調書②公正証書③私的書類　④口約束⑤その他
　　　3）回数①週1回②月2回③月1回　④年2回⑤年1回⑥その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　4）1回に会う時間はどの位ですか
　　　5）連絡の取り方は①子どもから会う親に②会う親から子どもに③親同士④その他（　　　　　）
　　　6）会い方は　①子どもが直接行く　②一緒に暮らす親が送って行く　③会う親が迎えに来る
　　　　　　　　飴う親が碓の暮ら嫁に来る⑤その他（　　）
　　　7）面接交渉に元配偶者以外で同席する人はいますか。①いる（どなたが　　　　　　　　　）②いない
　　　8）主に会う場所と主にすることは
　　　9）会った後の子どもの態度で気付くことは
　　　10）面接交渉を決める時や実施している上でトラブルや困ることがありますか（ありましたか）。
　　　11）別れて暮らす親と行き来のあることは子どもにどんな影響がありますが（ありましたか）。
　（3）離婚して年数が経ったり、子どもが成人に達した等で面接交渉に変化がありましたか。その変化の状況や、
　　　子どもの結婚等でどうしたかなどをお書きいただければ幸いです
lV．あなたとあなたのご家族について
1．氏名（無記名でも可）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．性別　男・女
3．年齢　　　歳　　　　4．居住地（　　　　　都道府県　　　　　　　市区町村）
5．現在一緒に暮らしている人はあなたを含めて何人いますか。またその方の年齢と関係を具体的に教えて下さい。
　（例：娘3歳と5歳、父70歳、母65歳、恋人40歳、本人38歳一計6人）
6．学歴は　　①あなた　　　　　　　　卒．②元配偶者　　　　　　　　卒
7，結婚の方法は　①見合い　②恋愛（a職場b．その他）　③その他（　　　　　　　　　　）
　　結婚までの交際期間　　．＿．．．．＿．．．．．隻。．＿．．．．．．．一嵐旦
8．離婚して何年ですか。（離婚後　　年、　結婚生活は　　年、　別居は　　年）
　　離婚の方法は　①協議②調停　③審判④裁判
9．離婚（別居）を言い出したのは　　①あなた　②元配偶者③両方④その他（　　　　　　　　　　　　）
10．離婚（別居）の原因は（該当するもの全て）
　①価値観・人生目標が違う　　②相手の経済力の無さ、経済観念の違い　③相手が家庭をかえりみない
　④夫の不貞　⑤妻の不貞　　⑥相手のアル中、酒乱　　⑥相手の暴力　　⑧子どもをめぐっての対立
　⑨親兄弟との折り合いが悪い　　⑩相性が悪い　　⑪性的不一致　　⑫相手の性格　　⑬相手のギャンブル癖
　⑭妻が働くことへの無理解・非協力的態度　　⑮精神障害（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　⑯宗教（　　　　　　　）　　⑰その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
11．離婚（別居）直後の住まいは①それまでの家②実家にもどった③引っ越して新たに借りた（買った）家で
　　　　　　　　　　　　　　　④その他（　　　　　　　）
12．離婚（別居）直後の住まいで困ったことはありましたか。
V．あなたの経済面や養育費について
1．あなたの職業は。
（1）現在の職業は　　①ある　　②ない
（2）職種・内容　　　　　　　　　　　　　　年収（税込）　　　　万円
　　働き方　①会社経営　②管理職　③正社員　④自営業　⑤パート　⑥契約社員　⑦自営業手伝い
　　　　　⑧自由業　⑨公務員　　　　　　　　⑩その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　その仕事にはいつ頃から就いていますか　年月頃から
　　無職の理由は
（3）離婚（別居）時の職業は　　①ある　　②ない
　　　　　　　　　職業　　　　　　　　　　年収（税込）　　　万円　　働き方
2．元配偶者の職業は。
　（1）現在の職業　①ある（年収（税込）　　　万円　　働き方　　　　　　　　）　　②ない　　③不明
　（2）離婚（別居）時の職業は　　①ある　　　②ない
　　　　　　　　　　　　職業　　　　　　　　年収（税込）　　　　　万円　　働き方
3．養育費の取り決めはしましたか。
　（1）いいえ
　（2）はい　（その額は　　　　万円／月　　　　　歳まで、その他（　　　　　　　　　　　　　　）
4．養育費をどのようにして決めましたか
　①調停調書②審判　③公正証書④私的書類⑤口約束⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
5．今後、養育費について請求（減額請求、増額請求も含めて）するつもりですか。
　（1）いいえ　理由
　　（2）はい　　理由
6．養育費を受けていますか（支払っていますか）。
（1）約束通り　（2）約束より少額　　（3）約束より高額　　（4）期日を守らないがある　（5）約束はないが
　支払いはある（支払っている）（6）約束を守らず支払わない　（7）取決めもなく支払らわない
（8）子どもが成人し、支払いは終わった　（9）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
7．養育費の額や支払い方法等、現在、不自由に感じている点について具体的にお書きください。
8．働いて得る以外の収入について（いくつでも、年間）
　①児童扶養手当（含児童育成手当）（　　　　万円）②生活保護（　　　　万円）③養育費（　　　　万円）
　④年金（種類　　　　　　　・　　　　万円）　⑤親族の援助（　　　　万円）　⑥遺族年金（　　　万円）
　⑦子の父の援助（　　　　万円）　⑧不動産収入（　　　万円）　⑨その他（　　　　　　万円）　⑩無し
9．あなたのいま住んでいるのはどのような家ですか。どのような間取りですか。
①持ち家（一戸建・マンション）　②民間の借家（一戸建・マンション）　③社宅・官舎　④間借り　⑤アパート
　⑥親きょうだいの家・持ち家⑦公団・公営住宅（賃貸）⑧母子寮⑨その他（　　　　　　　　　　　）
　間取り（　　　L・D・K、トイレ（有・共同・無）、風呂（有・共同・無））
VI．再婚と子どもへの影響について
1．あなた：①再婚していない　②再婚又は同居した（離婚後　　　年　　　ヵ月で）　③再婚したが離婚した
　　　　　　鱗人がいる　⑤その他（　　　　）
　　元配偶者1①再婚していない　②再婚又は同居した（離婚後　　　年　　　ヵ月で）　③再婚したが離婚した
　　　　　　　④恋人がいる　⑤その他（　　　　）
2．親の再婚について子どもにどう話しましたか。またそのことを子どもは受け入れましたか。何かトラブルがあり
　　ましたか。
3．再婚が面接交渉や養育費に影響しましたか。
＊アンケートについてさらにお話を聞かせていただける場合は昼と夜の連絡先（セ、フ7ヲ似、メールアドレス）をお書きい
ただければ幸いです。
お名前：　　　　　　　　　　　　住所＝〒
昼の連絡先　電話：
夜の連絡先　竃話：
ファックス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアト．レス：
ファックス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアト．レス：
　　たくさんの項目にお答え下さって、どうもありがとうございました。
　　　　　現代家族問題研究所TEL：03－3261－1836　FAX：03－3261－1836
　　　　　　　　　　　　　　〒102－0092千代田区隼町2－4JlSTピル1F
